
抗議書 
 
 
 

2007 年 6 月 26 日、米下院外交委員会は、慰安婦問題に関する対日非難決議

案を可決した。この決議案は、我が国の首相に対して公式謝罪を要求するもの

であった。私たち日本の国会議員と地方議会議員、学者・言論人は、日本の最

も重要な同盟国であるアメリカの下院外交委員会の多くの皆さんが、この決議

に賛成したことを知り、驚きと衝撃を受けた。同時に、私たちは怒りと悲しみ

を禁じ得ない。この慰安婦問題に関する決議案は、歴史的事実とは全く異なる

誤った情報に基づき可決されたからである。かつての日本軍の周辺には、世界

の他の軍隊と同様、兵士たちを相手に商売をする売春婦が存在し、そのサービ

スを提供する組織と場所が存在したが、性奴隷などという存在は全く無かった

からである。存在したのは、軍人相手に金を儲けようとする売春組織と売春婦

のみであった。これが紛れもない歴史的真実である。 
 

 米下院議員の皆さんにお願いしたい。アメリカ合衆国の誇りと名誉にかけて、

誤って認識された慰安婦問題について、どうかもう一度、歴史的検証をしてい

ただきたい。厳密な調査をしていただければ、性奴隷などという存在がなかっ

たことが明かになるだろう。その上で、この決議を再検討し、撤回していただ

くことを私たちは希望する。 
 
名誉と誇りを重んじる日本国民として、また、自由と民主主義を共通の価値

とする同盟国の国民として、アメリカ下院議員の皆さんに、以上、強く要求す

るものである。 
 
 

慰安婦問題の歴史的真実を求める日本国会議員の会 
慰安婦問題の歴史的真実を求める日本地方議員の会 

     慰安婦問題の歴史的真実を求める日本学識者・ジャーナリストの会 
     慰安婦問題の歴史的真実を求める日本国民運動の会 
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